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研究成果の概要（和文）：早期に補聴器装用を行うことによる認知機能への影響について縦断的

に検討した。高齢者を補聴器装用希望群と希望しない群、聴力正常群の3群に分類し、聴力や

語音聴力、中枢聴覚機能検査、認知機能検査を実施し縦断的な変化を検討した。この結果、WAIS-R

の動作性課題において補聴器装用群では聴力正常群と同様認知機能が維持されていた。補聴器

装用による認知機能維持への効果が考えられ、今後さらなる調査の必要性が推察された。 
 
研究成果の概要（英文）：I investigated the relation between the use of hearing aids at 

the initial stages of hearing loss and age-related changes in the auditory and cognitive 

abilities of elderly persons. According to subject’s hearing level, they were divided 

into 3 subgroups—the normal hearing group, the hearing loss without hearing aids group, 

and the hearing loss with hearing aids group. Comparison between the 3 groups revealed 

that the hearing loss without hearing aids group showed the lowest scores for the 

performance tasks. This result indicates that prescription of a hearing aid during the 

early stages of hearing loss is related to the retention of cognitive abilities in elderly 

people. 
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科学研究費補助金研究成果報告書 
１．研究開始当初の背景 

少子化と長寿化による超高齢化社会へと向か

う中、高齢者1人1人が豊かな自立生活を送れ

るよう支援する取り組みは最重要課題といえ

る。特に認知症については、介護保険の要支

援・要介護認定を受けている高齢者の約半数

で抱えているといわれており、これらの問題

の解決策が要請されている。しかし、認知症

のメカニズムや早期発見の手法については研

究結果が蓄積されつつあるが(大沢,2006; 目

黒, 2004)、予防策については十分に検討され

ているとはいえない。このような認知症予防

において、他者とのコミュニケーションは大

変重要であるといわれている。相手の話を聞

き、それについてどう答えるかを考え、こと

ばで伝えるという言語処理のプロセスは、脳

活動を活発化させると考えられている。 

 しかし、65歳以上になると、多くの高齢者

がきこえの問題を抱えるようになり、家族や

友人との会話において、話し手の内容を理解

することが困難になるなど、日常生活での困

難さが増大する(立木・笹森・南・一戸・村井・

村井・河嶋, 2002; Campbel, Crews, Moriarty, 

Zack, & Blackman, 1999)。このような聞き取

り困難は、他者とのコミュニケーションを阻

害する要因になりうる。このため、高齢者の

聞き取り環境を早期から補償することは、他

者とのコミュニケーションの機会を増やし、

結果として認知症予防につながるものと考え

た。 

 
２．研究の目的 

そこで本研究では、60歳以上の高齢者を対

象に、コミュニケーションを補償する補聴器

装用を早期から勧め、補聴器装用と言語聴覚

機能及び認知機能の関係について縦断的に検

討することを目的とした。 

 
 

３．研究の方法 

62～78 歳の健康で自立生活を営む高齢者

（平均年齢:70.5 歳, SD:4.0）32 名のうち、

3年間、年1回の追跡調査が可能であった10

名を対象とした。対象群を3グループに分類

し、標準純音聴力検査の結果より、聴力が

35dBHL以上であり、補聴器装用の希望があっ

た難聴者群(HA user)と、補聴器装用の希望

がなかった難聴者群（Non-HA user）と、平

均聴力が 35dBHL 以下であった正常聴力者群

(Normal Hearing群)に分類し、聴覚検査、中

枢聴覚機能検査、知能検査の3種類を実施し

た。HA user群には、Widex社製FL-9をフィ

ッティングし、貸し出しした上で定期的な調

整を行った。 

実施した検査は以下の3つである。 

(1) 聴覚検査 

 初めに標準純音聴力検査を実施し、聴力を

測定した。次に、左右片耳ずつ、50語の単音

節から成る57S語表による語音聴力検査を実

施した。提示音圧は 40dBSL とし、記入法で

行った。 

(2) 中枢聴覚機能検査 

中枢聴覚機能検査として、両耳分離聴検査

を実施した。検査音は単音節（た、て、と、

か、こ、だ、で、ど、が、ご）とし、両耳に

同時に異なる単音節を提示し、聴取した単音

節を再生させた。 

検査音は、パーソナルコンピュータからヘ

ッドホンを通して最も聞きやすい音圧(Most 

Confortable Level, MCL)にて提示した。結

果は、左右耳それぞれの正答率を換算した。 

(3) WAIS-R（短縮版） 

 知能検査として、WAIS-Rの言語性課題より

2課題（単語、理解）、動作性課題より2課題

（積み木、組み合わせ）を抽出し、実施した。

結果を評価点(SS)に換算した。 

 



４．研究成果 

純音聴力や語音聴力については、どの群につ

いても、年々低下する傾向がみられた。次に

両耳分離聴検査の結果の変化について、

Figure 1に示した。どの群についても、年々

顕著な右耳優位(Right ear advantage, REA)

を示すようになったが、Non-HA user 群で全

体的な正答率が低く、REA 傾向も顕著になっ

た。 

 WAIS-Rの結果については(Figure 2)、言語

性課題において、各群での差異が少なかった

が、動作性課題については、Normal Hearing

群と HA user群で、調査 3年目には、差がな

くなったのに対して、Non-HA user 群につい

ては、3 年目の調査時に評価点の低下が認め

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 聴力、語音聴力、両耳分離聴、WAIS-Rの各

検査の関係について検討したところ(Table 

1)、聴覚検査同士の結果においては、顕著な

相関がみられたものの、聴覚検査とWAIS-Rで

行った認知機能検査との相関はみられなかっ

た。 

 本研究結果より、補聴器の早期装用による、

中枢聴覚機能、認知機能への効果があること

が推測された。このように、高齢者の補聴器

装用による効果が客観的に示された研究は国

内外では少なく、本研究成果が与える影響は

大きいものと考えられる。 

しかしながら、3 年という短い期間の間に

は、顕著な差が認められなかった。今後5年、

10年の追跡調査の中で、補聴器装用による認

知機能への影響が認められる可能性があるた

め、継続した調査が必要と考える。 

また、高齢者の場合には、体調不良などの

影響で縦断的な調査が困難になることが多い。

このような点についても配慮した上で、長期

的な実態調査を行うことや、訪問調査なども

視野に入れ、実態調査を行っていくことの必

要性がと推察される。 

 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 

〔雑誌論文〕（計5件） 

(1) Obuchi C, Harashima T & Shiroma M 

(2011) Age-related chainges in auditory 

and cognitive abilities  in elderly 

persons with hearing aids fitted at the 

initial stages of hearing loss. 

Audiology Research, 1(e12), 46-49. 査

読有 

(2) 小渕千絵・原島恒夫・大賀健太郎(2010) 

聞き取りにくさを主訴とする成人例にお

ける聴覚情報処理に関する検討. 言語聴

NH 

 

Non 

0

20

40

60

80

100

RE LE RE LE RE LE

1yr 2yr 3yr

Figure 1  両耳分離聴検査結果の経年的変化 
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